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すべてのモノに存在する表面・
界面を取り扱う界面化学を
ベースとして、これまで主に
低環境負荷のバイオサーファ
クタントの開発に取り組んで
きました。今後は、バイオの
みならず、有機化学的な観点
も取り入れながら、幅広い産
業で活躍し、多様化する界面
活性剤のニーズに答える新し
い高性能界面活性剤の開発を
目指していきます。

バイオサーファクタントを生産できるよう技術
移転することにも成功しました。

図1に、得られたバイオサーファクタントの
化学構造を示します。また、このバイオサー
ファクタントの機能を調べたところ、これまで
の１/100程度の非常に低濃度でも優れた界面活
性（洗浄性能など）を発揮し、高機能な界面活性
剤としての応用が期待できることがわかりまし
た（図2）。

このバイオサーファクタントは、低濃度でも
優れた洗浄性能を発揮する一方で、高い生分解
性を示すため、環境に優しい洗浄剤やシャン
プーなどのトイレタリー製品への展開が期待さ
れます。

今後の予定
多様化する界面活性剤のニーズに対応するた

め、今後も新たな構造や特性をもつ高性能界面
活性剤の設計・開発を続けていく予定です。幅
広い産業の基盤となる界面活性剤の技術を通し
て、革新的な化学プロセスや素材・材料の開発
に貢献したいと考えています。

非可食バイオマスから高機能界面活性剤を量産
食糧との競合を避け、バイオマス由来の化学品を低コスト化

バイオサーファクタントへの期待
界面活性剤（サーファクタント）は、国内だ

けでも年間100万t以上も生産され、台所洗剤や
シャンプーなどの日用品から、機械、建築、土
木など幅広い産業で汎用される基幹的な化学品
です。現在、界面活性剤の多くは石油由来で
すが、酵母や納豆菌といった微生物が各種のバ
イオマスから作り出すバイオサーファクタント
は、環境や生体に対して優しいだけでなく、そ
のユニークな構造から、石油由来の界面活性剤
に比べて極めて低濃度でも優れた効果を発揮し
ます。環境負荷だけでなく原料転換や高機能化
の観点からも、バイオマスを原料とする製品開
発が求められています。

非可食バイオマスから高機能界面活性剤を量産
私たちはこれまで、環境に優しいバイオ素材

開発の一環として、バイオサーファクタントの
研究に取り組み、独自にスクリーニングした酵
母を用いた発酵プロセスにより、大豆油などの
植物油から効率的に生産できることを発見して
いました。今回私たちは、酵母を使った発酵プ
ロセスにより、非可食バイオマスの一つである
マフア油＊からバイオサーファクタントを直接
生産することに成功し、発酵条件や生成物の分
離方法の最適化によって、安価かつ大量に供給
する技術を確立しました。また、連携企業と協
力して、マフア油が栽培される現地で、実際に
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図 1　今回開発したバイオサーファクタントの構造 図 2　バイオサーファクタントの界面活性
●は各濃度のバイオサーファクタント水溶液の表面張
力値。臨界ミセル濃度（CMC）は界面活性剤の性能の
目安で、値が低い方が、より少量で洗浄性能を発揮。
γCMC は、臨界ミセル濃度（CMC）における表面張力値。
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Biosurfactants 

CMC M  

1.4 10-5 
CMC mN/m  

32.3 

Synthetic surfactant LAS  1.6 10-3 34.0 

バイオサーファクタント 

CMC（M） 

1.4×10-5 

γCMC（mN/m） 

32.3 

合成界面活性剤 （LAS） 1.6×10-3 34.0 


